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　去る9月某日 組合研修センター 3階 集会室にて金属団地創立60周年記念誌の組合員集合写真撮影
を行いました。
　組合員が集まるのは年に数回、その年に数回の集まりもコロナにより機会を奪われ、かつ緊急事態
宣言の延長もあり、当日は皆さん対面でお会いするのが久々なのでしょう、マスク越しではあります
が会話に花が咲いているように感じました。しかしながらコロナ禍ではありますので、すぐに撮影に
移ります。
　さて、場を仕切るのは正装したプロのカメラマン・・・ではなく作業着姿の青年部会員。今回の記
念誌における写真【組合員、役員、組合職員、同青年部の集合写真、記念座談会他】はカメラを得意
とする会員お二人とY氏に“カメラ班”として撮影のお願いをしています。また当日の事前準備は青
年部会員全員にお手伝いいただきました。大変ありがとうございます。
　一言で集合写真の撮影といってもカメラの位置そして高さ、組合員の立ち位置の調整など並び方の
指示出しや声出し、服装の乱れなど気を配りながら慣れない撮影に苦労したとは思いますが、熱心に
撮影していただきました。
　どのような仕上がりになるかは、記念誌が完成してからのお楽しみではありますが、特別な集合写
真を下に置いておきます。早くマスクなしの生活に戻れるよう祈願して。

記念誌用集合写真を撮影

青年部コーナー
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　7月初め、私は大腸癌の手術を受けました。
無事手術を終え7月末に退院しましたが、その
過程で色んな教訓を得ましたので、少し述べて
みようと思います。
①健康に対する過信が早期発見を遅らせたこと
　長い間、風邪一つ引いたことがなく、まして
寝込むなんてことは長年なかった。普通の健康
診断の血液検査でも異常はなかった。
　今年5月になり、急に体重が減少し食欲も衰
えてきた。これはおかしいということで人に勧
められ、急遽市民病院で胃カメラと大腸内視鏡
検査を受けた結果、胃には異常が見つからな
かったが、大腸横行結腸に腫瘍が見つかり大腸
癌の第3ステージと診断された。自覚のないま
ま突然ということだが、今振り返ってみると、
血便、腹痛というような明確な症状はなかった
ものの、1月位から酷くはないが時たま便秘
だったり下痢だったりしたことがあった。癌な
んて思いもよらないため5月に至ってしまった。
②老化は思わぬところで進行していること
　当初6月の予定であった手術の日程が1ヶ月
遅れることとなった。その訳は手術に支障がな
いかの事前チェックで心臓の冠動脈に異常あり
という事で、詳細なCT検査の結果、2本の冠
動脈に狭窄部があり放置すれば危険な状態であ
ることが判明した。そのためカテーテル治療に
よるステント留置術を施した。1時間ほどの手
術であったが、血液をサラサラにすることが必
要で、4週間ほど投薬を続けることとなった。
大腸癌の手術は出血は禁物で1ヶ月延期を余儀
なくされた。
　何の自覚症状もないまま、こんなにまで狭窄
が進んでいたことを知って愕然とすると共に、
老化は静かに色んな箇所で進むものだと認識を
新たにさせられた。
③集中治療室での出来事
　手術を終え集中治療室に入り、麻酔が覚め痛

みをこらえながらウトウトしていた夜、カーテ
ン越しに異様な声が聞こえてくる。時に哀願す
る声、時に泣き声、時に怒鳴り声が同じ女性か
ら次々に発せられる。それに対して根気よくな
だめる看護師さんの声。
　どうやら安全のため手足体の拘束をされてい
ることに不安を感じ、それを逃れようとするが
思うようにいかないために錯乱状態に陥ってい
るらしい。この状態が夜が明けるまで続いたよ
うである。「助けて」「人殺し」と叫んでいた声
が翌朝にはピタリとやんだ。
　個人差があると思うが、環境変化に対する人
間のもろさを感じさせられた。
④世代間ギャップをまざまざと感じさせられた
　来春卒業予定の看護師専門学校の3年生（21
歳）が実習ということで1週間私の看護に付き
添ってくれることとなった。検温・血圧測定・
体の清拭。リハビリの補助等様々な介護の外、
2時間程度の差し向かいの会話を毎日ルーティ
ンとして実践することが実習の中身のようだっ
た。大変だったのは会話で、私からすれば孫世
代との会話となる。和ませるためにジョークを
言っても一つひとつ説明をしないと通じない。
趣味の話・旅行の話・仕事の話・自身を取り巻
く人間関係の話・固いところで歴史や社会情勢
の話等々いろいろな話をした。
　しかし、それらが会話になっていかない。相
互が一方的に喋ることとなってしまい、やり取
りになっていかない。相手も一生懸命語るのだ
がピンと来ない。
　会話として成り立たないのだけれど、長い間
の話の中で人となりが分かり、彼女が何故ナー
スを目指すのか、彼女の置かれている環境、そ
の中でどう生きようとしているかがおぼろげ乍
ら分かり、立派な看護師に成長してくれるよう
エールを送りたい。

K.T

私の大腸癌

ふいご
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■ 沿革　当社は1944年1月に笠松の地にて東海ダイカスト工業所として創立、1952年に東海ダイカ
スト工業株式会社と改称し、1961年に岐阜県金属工業団地協同組合に加入しました。

　
■ ダイカストとは？　ダイカストは金型鋳造法のひとつで、金型に溶融した金属を圧入することに
より高い寸法精度の鋳物を短時間に大量生産する鋳造方式です。アルミニウムを使用したダイカ
ストは昭和に入ってから普及し始めたため、比較的新しい製法になります。

■ 当社の特徴　三次元CAD・CAMを駆使した精密金型の設計・製作から、ダイカスト製品の鋳造、
機械加工、表面処理を施した完成品製造までの完全一環システムです。アルミ製品を中心に大き
なものは8kg、小さなものは2gまで、あらゆる製品を製作しています。

　　　また、自動化ラインの設計・製作を自社で手がけることで生産性向上を目指し徹底した効率化
に努め、大量品から多品種少量品までの安定供給を実現します。

■ 取り扱い製品
　　トランスミッションやフォークリフ
ト等のエンジン部品から、インバー
タ・サーボモータ等のFA関連部品、
産業機器にいたるまで様々な分野の
製品を製造しています。

■ 主要設備
　　135トン～ 800トン ダイカスト
マシン、MC、CNC旋盤、X線検
査システム、

　　三次元測定器、放電加工機、三次元・
二次元CAD/CAM　等

組合員企業情報
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　先月号では、令和3年度の新規高卒求人活動に関する現状を紹介させて頂きました。その中で最も気になっ
たのが、各務原市内企業の市近隣工業系高校への求人票提出での“学科指定なし”の多さです。市内求人企
業74社中43社（58.1％）が“学科指定なし”の求人となっています。金属団地に限れば求人企業17社中10社
（58.8％）が“学科指定なし”の求人票を提出されています。以前から金属団地ニュースを通して金属団地の企
業様には「工業系高校への求人票の提出は“学科指定”で！」ということをお伝えさせて頂いてきましたが、
このことの真意がまだ理解されていないようですので、今月号では、工業系高校への求人での学科指定の有
無と応募・内定獲得の関係について、分析結果を紹介しながら改めて述べさせて頂きます。
　以下の記述で使用するデータは岐阜県工業部会事務局と協働で調査をしたもので、調査企業数は、岐阜地
区の工業系高校に求人票を提出されている企業（北は北海道から南の福岡県まで）延べ4,350社です。マスコ
ミ等が行う世論調査の回答数が毎回1,200 ～ 1,500名程度であることを考えると、以下のデータはかなり信頼
性が高いものであり、工業系高校への求人活動において有効に活用できるものと思っています。
　図1は、平成30年度から令和2年度までの3年間の、岐阜地区工業系高校における地区別の求人企業数・
内定企業数及び地区別内定率の状況です。

 
図１　岐阜地区工業系高校の地区別求人企業数・内定企業数と地区内定率：H30 ～ R02

　令和2年度は、コロナ禍の影響により各地区とも求人企業数が減少していますが、県内、愛知県及び関東
地区から多くの企業が求人をしていることを読み取って頂けると思います。多くの求人企業の中から自社が
応募・内定を獲得するためには何が必要なのか？高校生にとって求人企業の情報は、求人票の記載事項がメ
インです。求人票記載事項の比較により非常に厳しいバトル（戦闘）があることをご理解ください。このバ
トルに打ち勝った結果、各務原市内企業の内定率は平成30年度が24.1％、令和元年度が17.3％、令和2年度
が25.0％と他の地区と比較して高い内定率となっています。また、愛知県のアイシン精機（株）・（株）デンソー・
トヨタ自動車（株）等の企業内学園保有企業の内定率は、各年度とも突出して高い値となっており、工業系
高校から安定して新規高卒を獲得していることを読み取って頂けると思います。
　岐阜地区工業系高校における学科指定の有無と応募・内定獲得の関係について、平成30年度から令和2年
度までの3年間の分析結果のグラフを図2から図4に示します。これらのグラフから、工業系高校への“学科
指定あり”求人企業の優位性について、以下の2つのことが読み取れます。
①岐阜県内及び愛知県における「内定企業数に占める“学科指定あり”企業の割合」は、各年度・各地区と
も60％を大きく超える高い値である。特に、各務原市では、平成30年度は100.0％と応募・内定獲得企
業の全てが“学科指定あり”の企業であった。

②「“学科指定あり”企業の内定率」は、各年度・各地区ともに「地区の内定率」を大きく上回っている。
また、“学科指定なし”の企業については、以下のことで圧倒的に不利であることが読み取れます。
③「“学科指定なし”企業の内定率」は、各年度・各地区ともに10％以下と、地区の「内定率」及び「“学科指

情報ファイル
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緊急寄稿：R04“工業系高校”からの新規高卒の応募・内定獲得のために　その2



　定あり”企業の内定率」を大きく下回っている。　※例外値として、令和2年度の各務原市17.1％及び中
濃地区の11.1％。また、学園保有企業を除く。

図２　平成30年度　岐阜地区工業系高校における学科指定の有無と応募・内定獲得の関係

　以下に、図１の各地区の求人状況及び応募・内定獲得状況を年度ごとに『学科指定の有無』の視点で分析
した詳細を解説させて頂きます。時間のある方はお付き合い頂ければと思います。
　図2は、平成30年度に岐阜地区の工業系高校に求人票を提出した企業1,412社を地区ごとに『学科指定の有
無』で分類し、学科指定の有無と応募・内定の獲得の関係について分析したグラフです。地区別の学科指定
率は、各務原市が84社中61社（70.1％）、岐阜県全体では606社中276社（45.5％）、愛知県が375社中122社
（32.5％）、関東地区が328社中68社（20.7％）、総合では1,412社中484社（34.3％）であり、各務原市内企業の
学科指定率が圧倒的に高くなっており、『工業系高校への求人は“学科指定あり”で！』ということが浸透し
ています。このことは地区の内定率の高さにも直結しており、各務原市の応募・内定獲得率（応募・内定獲
得企業数/求人企業数）は24.1％と岐阜県全体の15.7％、愛知県の12.8％、総合の10.8％と比較して圧倒的に
高い値となっています。更に、“学科指定あり”の企業の応募・内定獲得率は、各務原市が61社中21社（34.4％）、
岐阜県全体が276社中70社（25.4％）、愛知県が122社中34社（27.9％）、総合が484社中109社（22.5％）となっ
ており、“学科指定あり”の企業の応募・内定獲得率の高さが読み取れます。因みに、“学科指定なし”の企
業の応募・内定獲得率は、各務原市が26社中0社（0.0％）、岐阜県全体が330社中25社（7.6％）、愛知県が
253社中14社（5.5％）、総合では928社中43社（4.6％）と、非常に低い応募・内定獲得率になっています。

 
図３　令和元年度　岐阜地区工業系高校における学科指定の有無と応募・内定獲得の関係

　図3は、令和元年度に岐阜地区の工業系高校に求人票を提出した企業1,568社の分析結果のグラフです。

6

情報ファイル



　地区別の学科指定率は、各務原市は98社中51社（52.0％）と平成30年度と比較すると大きく減少していま
す。このことが応募・内定獲得企業が17社（17.3％）と大幅に減少した一因になったと分析しています。
　岐阜県全体では633社中255社（40.3％）、愛知県が429社中115社（26.8％）、関東地区が378社中58社
（15.3％）、総合では1,568社中446社（28.4）であり、各務原市内企業の学科指定率の低下ほど大きくはなく前
年とほぼ同じ値でした。応募・内定獲得率も、岐阜県全体の14.4％、愛知県の12.4％、総合の9.8％と、平成
30年度と比較して大きな変化はありませんでした。また、“学科指定あり”の企業の応募・内定獲得率は、
各務原市が51社中15社（29.4％）、岐阜県全体が255社中67社（26.3％）、愛知県が115社中38社（33.0％）、総
合が446社中112社（25.1％）と平成30年度から大きな変動はなく、“学科指定あり”の企業の応募・内定獲得
率の高さが継続しています。因みに、“学科指定なし”の企業の応募・内定獲得率は、各務原市が47社中2社
（4.3％）、岐阜県全体が378社中24社（6.3％）、愛知県が314社中15社（4.8％）、総合では1,122社中41社（3.7％）
と、平成30年度と比較して若干低い応募・内定獲得率になっています。

図4　令和2年度　岐阜地区工業系高校における学科指定の有無と応募・内定獲得の関係

　図4は、令和2年度に岐阜地区の工業系高校に求人票を提出した企業1,370社の分析結果のグラフです。地
区別の学科指定率は、各務原市は84社中43社（51.2％）と令和元年度と比較して変化していませんが、応募・
内定獲得企業が21社（25.0％）と増加しています。これは、コロナ禍の影響による求人企業の減少（従来から
応募・内定を獲得していた企業が確実に実績を出した結果）が要因と分析しています。
　岐阜県全体では539社中213社（39.5％）、愛知県が338社中84社（24.9％）、関東地区が372社中77社（20.7％）、
総合では1,370社中398社（29.1％）であり、大きな変化はありませんでした。応募・内定獲得率は、岐阜県全
体の18.0％、愛知県の15.7％、総合の11.6％と、令和元年度と比較して若干高くなっています。これはコロ
ナ禍による求人企業数減少の影響だと考えられます。また、“学科指定あり”の企業の応募・内定獲得率は、
各務原市が43社中14社（32.6％）、岐阜県全体が213社中69社（32.4％）、愛知県が84社中34社（40.5％）、総
合が398社中108社（27.1％）と令和元年度から若干高くなっており、“学科指定あり”の企業の応募・内定獲
得率の高さが継続しています。“学科指定なし”の企業の応募・内定獲得率は、各務原市は41社中7社（17.1％）
ですが、岐阜県全体は326社中28社（8.6％）、愛知県は254社中19社（7.5％）、総合では972社中51社（5.2％）と、
令和元年度と比較し若干の上昇がみられましたが、“学科指定あり”の企業の優位性は堅持されています。
　以上、学科指定の有無と応募・内定獲得の関係について、過去3年間の求人及び応募・内定獲得状況を分
析して検証をしましたが、各年度ともに“学科指定あり”の企業が高い応募・内定獲得率となっています。では、
なぜ工業系高校への求人では“学科指定あり”の企業が有利になるのか？について、次号で実例を示しなが
ら説明をさせて頂きたいと思います。乞うご期待！

　　　　　　　　　（文責：各務原市企業人材全力応援室　人材確保相談員　長屋千秋）
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お知らせ

令和3年9月分電力使用状況
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電気保安のスマート化

　経済産業省は、電気保安分野のスマート化に向けたアクションプランをまとめました。当面は 
2025年を目標に、新しい保安モデル創出に向けた規制見直しや、人材育成などを官民共同で推進します。
　スマート保安が実現すれば電気を止めずに人間が点検を行うよりも多様なデータを各種センサー
を用いて収集し、AIで分析することにより効果的な予防保全や事故予兆の早期発見をすることで電
気設備はより事故が少なく長寿命化することになるでしょう。
　現場作業が合理化され、より明確な判断基準をつくることができれば、専門知識の少ないお客様に
とっても現況の理解が容易になり、電気設備の維持・運用の大きな助けになってくれるでしょう。

当店自慢の栗きんとん。栗を丸ごと使用して素材
の持ち味をそのまま生かした自然な甘みが特徴で
す。栗をぎゅっと凝縮し、滑らかな舌触りが大人気
です！数に限りがございます。季節限定の生菓子、
是非ご堪能ください！

梅園茶屋が贈る秋の逸品 ：栗きんとん

今月の推し菓子

ご注文はこちらへ！
「梅園茶屋」（金属工業団地組合会館内）
TEL 058-383-7151　FAX 058-383-7131
E-mail：umezonojaya@carrot.ocn.ne.jp
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行 事 予 定

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

2021
   10 October

『組合休日』

金属団地全停電（9時前後～17時前後）

月例会（12：00～）
役員会（13：30～）

『組合休日』

編集委員会

『組合休日』

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

2021
   11 November

『文化の日』

『組合休日』

『組合休日』

■ 共同駐車場空き状況 （2021年10月1日現在）

駐車場
空き数

研修センター東
0

研修センター南
0

研修センター西
0

溶接組合
0

駐車場
空き数

資材置場北
0

喫茶店北
0

倉庫南
0

福祉会館東
0

三井川東
0

C棟南
1

※C棟南はC棟入居者用
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